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25．各種放射性薬剤による腎　Functional　Image　　26．99mTc　DMSAによる腎シンチグラフィーに

　　作成の試み　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついて
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　臓器におけるgeOlnetricな機能分布を表現でき

るFunctional　Imageの作成を1311－HipPural1な

どの放射性物質静注後の経時的腎シンチグラム像

を用いて行い各種腎疾患症例について，臨床的

診断情報の抽出を試みた．我々は，Functional

Imageとして，画面間で処理を行うRPF　image，

RI　pyelography（ME学会’75）を報告したが，今

回は，ディジタル化した画像において各絵素ごと

の動態曲線を求め，血流排泄機能等に相当するパ

ラメータを各々計算し，これらのパラメータを用

いたparametric　mapの作成を行った．パラメー

タとしては各絵素の動態曲線について，RI流入

後のピークタウント（Cmax）およびCmaxは達

する時間（Tmax）などを選び，各種腎疾患の診

断に適用した結果，本法が，腎のgeomericな機

能病態の抽出にとって，きわめて有意義であるこ

とが判明した．伴せて抽出した病変部と考えられ

る部位での各絵素ごとのRI動態曲線は，従来よ

り広く行われている関心領域の設定では見い出せ

ない局所機能を示す情報も得ることが可能であっ

た．これらのFunctional　Image処理は16KW詰

のミニコンピュータを用い，プログラムはアセン

ブラ言語を使用し，対話形式で処理を行うもので

ある．処理に要する時間はM／Tに収集した連続

画像をもとにして約10分以内ときわめて短かく，

日常ルーチンに使用可能である．
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　今回日本メディフィジック社の提供で99mTc，

DMSAを使用する機会を得たので報告する，

　まず本剤のカイネテクスを明らかにするために，

正常例について，血中クリアラソス，尿中排泄と

を検討した．血中拡散スペースは，ほぼ循環血流

量の拡散スペースと一致しておりまた，赤血球へ

のとりこみもないので，本剤は大半は血流蛋白と

給合し，わずかに遊離したものが腎に蓄積さるも

のと確立された．このような確立のもとに腎での

蓄積を予測したがT1／2，50分位の速度で腎に蓄

積し，約5時間位でほぼプラトーに達する．この

ように腎での停滞時間がきわめて永いので腎の静

的像を得ることでは理想的と考えられる．

　本法が特に有効であった例は，初期に血中プー

ル像がのちに腎皮質像とが得られるので，腎ノウ

腫と腎癌との鑑別は有用であった．加えて99mTc

様成により，良好なイメージソグが可能であり，

ZVP，腎血管写で微妙な所見を示すものも異常を

確立する事が可能であった．本剤は現今までの腎

皮質イメージソグ製剤のうちで最良のものである

と考えられる．
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